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1１．概要（全体方針）

島根原子力発電所2号機の実用炉則第八十三条に係る対応について概要を説明
する。

表１．実用炉則第八十三条第一号ロ(1)，ロ(2)，ロ(3)及び第四号の対応について

要求事項 対応方針

一号ロ(1)

火山現象による影響が発生し、又は発生するおそれが
ある場合（以下この号において「火山影響等発生時」
という。）における非常用交流動力電源設備の機能
を維持するための対策に関すること。

非常用ディーゼル発電機のA系及びB系
の吸気ラインに改良型フィルタを取り付け，
2台運転を行う。

一号ロ(2)
(1)に掲げるもののほか、火山影響等発生時における
代替電源設備その他の炉心を冷却するために必要な
設備の機能を維持するための対策に関すること。

高圧原子炉代替注水ポンプを使用し，
原子炉圧力容器内へ注水することにより
炉心の冷却を行う。

一号ロ(3)
(2)に掲げるもののほか、火山影響等発生時に交流
動力電源が喪失した場合における炉心の著しい損傷
を防止するための対策に関すること。

原子炉隔離時冷却ポンプを使用し，原
子炉圧力容器内へ注水することにより炉
心の冷却を行う。

四号

前三号に掲げるもののほか、設計想定事象、重大事
故等又は大規模損壊の発生時における発電用原子
炉施設の必要な機能を維持するための活動を行うた
めに必要な体制を整備すること。

緊急時対策所の居住性確保，通信連
絡設備の機能確保のための手順を整備
する。

：今回説明範囲
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２-1．実用炉則第八十三条第一号ロ（２）の対応方針について

 火山影響等発生時に全交流動力電源が喪失し，かつ，原子炉隔離時冷却系の機能が喪失した場合は，
水源をサプレッションチェンバから復水貯蔵タンクに切替えたうえで，高圧原子炉代替注水系（タービン駆動の
常設施設）により炉心冷却を実施する。

 高圧原子炉代替注水系による炉心冷却について，復水貯蔵タンクにより24時間継続できる水量を確保する。
高圧原子炉代替注水系使用時の系統概要図を図2-1に示す。

図2-1. 高圧原子炉代替注水系使用時の系統概要図＊

：復水貯蔵タンク水源での注水ラインを
明記（破線ラインはこれまでDB,SAと
して説明していない範囲）

：復水貯蔵タンクへの水源切替え時の操
作対象弁の開閉状態

注記＊：設置（変更）許可添付書類十追補
１第1.2-4図「中央制御室からの高
圧原子炉代替注水系起動，現場手
動操作に よる高圧原子炉代替注水
系起動概要図」の操作手順及び凡例
を削除し以下を加筆

閉→開
開→閉

開→閉
開→閉

閉→開

閉→開



3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復水貯蔵タンク 

原子炉建物 

サプレッション・チェンバ 

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉格納容器 

主蒸気系 

原子炉浄化系より 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

駆動用蒸気タービン 

AO 

ドライウェル 

潤滑油クーラ 

バロメトリック復水器 

真空タンク 

残留熱除去系より 

床ドレンサンプタンク 

復水ポンプ 

給水系より 

ストレーナ 

スパージャ 

MO 

高圧原子炉代替注水系へ 

②※１ 

②※２ 

②※３ 

※ 

※ 

２-2．実用炉則第八十三条第一号ロ（３）の対応方針について

 火山影響等発生時に全交流動力電源が喪失した場合は，水源をサプレッションチェンバから復水貯蔵タンク
に切替えたうえで，原子炉隔離時冷却系（タービン駆動の常設施設）により炉心冷却を実施する。

 原子炉隔離時冷却系による炉心冷却について，復水貯蔵タンクにより24時間継続できる水量を確保する。
原子炉隔離時冷却系使用時の系統概要図を図2-2に示す。

開→閉

閉→開

図2-2. 原子炉隔離時冷却系使用時の系統概要図＊

：復水貯蔵タンク水源での注水ライン
を明記

：復水貯蔵タンクへの水源切替え時
の操作対象弁の開閉状態

注記＊：設置（変更）許可添付書類十追
補１第1.2-14図「原子炉隔離時
冷却系による原子炉圧力容器への
注水 概要図」の操作手順及び凡
例を削除し以下を加筆

閉→開
開→閉



4【参考】PWRとBWRにおける対策例

「実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則等の一部改正及びそれ
らの意見募集 等について（案）－火山影響等発生時の体制整備等に係
る措置－」（平成29年9月20日：原子力規制庁）より抜粋。（炉規則
番号は当時の番号）

注：


